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２J㸮㸲 
ᢏ⾡⤒Ⴀに対するᆅᨻ学の㐺用可能性 

 
石ᯇ宏㸦日本⤒῭大学大学㝔 ⤒Ⴀ学研究科ව ۑ ,&7  （ジネス研究ᡤࣅ

㕥ᮌ秀㢧㸦日本⤒῭大学大学㝔 ,&7  （ジネス研究ᡤࣅ
 
 
 
�� はじめに 

 

 ㏆年、テレࣅや新聞などで「ᆅᨻ学」というゝⴥをよく⪥目するようになった。特にᅜ㝿ᨻの報㐨

において、「ᆅᨻ学」というゝⴥがࢃれている。  
 ᆅᨻ学とは、ᅜがᏑᅾしている場ᡤのᆅ理的᮲件とᨻとの関ಀを考えることで、ᅜᐙのᡂ㛗ᡓ␎を

描き出そうとする学ၥ㡿域である。  
 ᆅᨻ学には大きく分けて古ᆅᨻ学とᢈุᆅᨻ学という二つの流れがある。古ᆅᨻ学は、古代から

ᅜᐙᡓ␎のためにࢃれてきており、現ᅾでもᅜ㜵関ಀ者やᨻᐙたࡕが活㌍する現場で活用されてい

る。この古ᆅᨻ学は、学⾡的にはᡓ␎研究の一分㔝として研究されている。またᢈุᆅᨻ学は、ᆅᨻ

学をဴ学的かつᢈุ的に分析するものである>�@。  
 ᆅᨻ学がᢅう㌷事ᡓ␎も、⤒Ⴀ学がᢅう業ᡓ␎も、ᡓ␎という意では同じである。したがって、

業ᡓ␎論の中には、㌷事ᡓ␎から影響を受けたものも少なくない。書ᗑに行けࡤ、ランチ࢙スターᡓ

␎やᏞ子のර法などの㌷事ᡓ␎を、業ᡓ␎に㌿用したࣅジネス書が多く㈍されている。このような

状ἣは、ᆅᨻ学と⤒Ⴀ学では、ᡓ␎論において重」する部分が多いことを♧している。 
 しかし⤒Ⴀ学の一項目であるᢏ⾡⤒Ⴀに目を向けると、ᆅᨻ学のඛ行研究においてᢏ⾡とᆅᨻとの関

ಀがᗘ々㆟論され、ᆅ理学や⤒῭学においても科学ᢏ⾡とᆅ理というどⅬからの研究がᩘ多くᏑᅾする

にも関ࢃらず、これらの研究をྲྀりධれ、業⤒Ⴀ上の意ᛮỴ定に役❧てようという㆟論がᴟめて少な

い。 
 このような状ἣを㚷ࡳ、本論文ではᢏ⾡⤒Ⴀに対するᆅᨻ学の㐺用可能性を論じ、ᢏ⾡ᆅᨻ学

㸦JHRSROLWLFV RI WHFKQRORJ\）という新しい学⾡㡿域のᥦၐを行う。 
 

 
�� 業⤒Ⴀの日的課題と業環境のᆅᨻ学的ኚ化 
 
���� 業⤒Ⴀの日的課題 
 
 日本業がア࣓リカで調㐩した資金で、ヨーロッパ向け〇ရの工場を中ᅜに建てる。ᕷ場のグローバ

リࢮーࣙࢩンと情報通ಙᢏ⾡の発㐩により、このような業活動がᙜたり๓のものとなった。や業

の➇தຊの源Ἠは、その業内に㝈定されたものではない。すなࡕࢃ、業の外のୡ⏺にᩓᅾしている

資金、労働ຊ、知識などを、自社の資源と㐺ษに⤌ࡳ合ࢃせて、㢳ᐈに価್をᥦ౪するネットワーク、

すなࡕࢃ価್ネットワークを⣲᪩く構築する能ຊに➇தຊの源Ἠが⛣行しつつあるとゝえる。  
 情報通ಙᢏ⾡や≀流の発㐩などにより、ᆅ理というものに意はなくなった、いࢃゆる「㊥㞳はṚࢇ

だ」という意見がある。しかしᐇ㝿、上グのような状ἣを考えれࡤ、「どこにఱがあるか㸽」、「どこ

でఱを行うか㸽」というᆅ理的なၥいに㐺ษに⟅えられる能ຊは、より一ᒙ業➇தຊに影響を与えて

いるとゝࢃざるを得ない。ᐇ㝿0RUJDQは、イノ࣋ーࣙࢩンにおけるᆅ理はṚࢇでいないことを主ᙇして

いる>�@。また石ᯇらは、๓㏙の価್ネットワークに関するインテリジ࢙ンスの重要性を指しているが

>�@、これらᆅ理的なၥいも、価್ネットワークに関するインテリジ࢙ンス活動にྵまれると考えられる。  
 したがって業活動にᚲ要となる様々なリࢯースが、ୡ⏺にどのように分ᕸしているかという情報を

集し、その情報を基に自社の➇தඃとなる意ᛮỴ定を行うことは、業の日的課題であるとゝえ

る。 
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���� 業環境のᆅᨻ学的ኚ化 
 
 ᮾす෭ᡓ⤊結ᚋ、ᨻ、⤒῭の分㔝に関しては、ᅜ㝿的なᆅᨻ学上の㢼景が大きく様ኚࢃりした。そ

れまでඹ⏘ᅪであったㅖᅜがẸ主化し、資本主⩏ᕷ場にຍࢃり、⤒῭的には%5,&Vㅖᅜがᛴ㏿にຊをつ

けるようになった。また%5,&Vのうࡕ、ロࢩア、中ᅜは、ᅜᐙ資本主⩏㸦6WDWH &DSLWDOLVP）とゝࢃれる

新しい資本主⩏のయไを᭷している。そしてこれらが⧊り重なり、グローバルᕷ場のᆅᨻ学はまでに

なかった状態にኚㇺしている>�@。  
 ᅜ㝿的なᆅᨻ学上のኚ化は、ᕷ場だけに␃まらない。イノ࣋ーࣙࢩンの源Ἠとなる知識、特に科学ᢏ

⾡知識に関してもᆅᨻ学上の大きなኚ化が㉳こっている。  
 まず、発展㏵上ᅜのே間が、ア࣓リカに代⾲されるඛ㐍ᅜのトップ大学に␃学し、ẕᅜにᡠるという

㢌⬻環流㸦%UDLQ &LUFXODWLRQ）という現象が増ຍしている>�@。またᙼらがネットワーク化されることで、

知識に関しては、ᆅᨻ学でゝࢃれてきたຊを持つ中心ᆅとその周りに発展する周辺ᆅという構ᅗがもは

やᡂり❧たなくなっていることが指されている>�@。ຍえて、アジアㅖᅜの研究者およࡧ研究㛤発費は

ᛴ㏿な増ຍを見せている。  
 これらを㋃まえた上で、⡿ᅜ16)㸦1DWLRQDO 6FLHQFH )RXQGDWLRQ）ඖ㛗ᐁの&ROZHOOは、ᅜ㜵ຊや⤒῭

ຊに┤結する科学ᢏ⾡知識におけるこのᆅẆኚ動を、「ࢧイレント・スプートࢽク」と⛠し、ᆅᨻ学上

の༴機感を⾲明している>�@。  
 スプートࢽクとは、����年にࢯ連がᡴࡕ上ࡆにᡂຌしたே工⾨ᫍのことである。このᡴࡕ上ࡆᡂຌが

意したところは、ࢯ連がᙎ㐨ࢧ࣑イルを発ᑕする能ຊを᭷し、Ᏹᐂ✵間をྵめたᆅᨻ学上のඃにࢯ

連が❧ったということである。この出来事は、スプートࢽク・ࣙࢩックとしてᙜ時のすഃㅖᅜに大きな

影響を与えた。ア࣓リカは、このスプートࢽク・ࣙࢩックに༉ᩛするࡄらいのᆅᨻ学上のኚ化が、科学

ᢏ⾡知識において㟼かに㐍行していること㸦ࢧイレント・スプートࢽク）を認識し、その対策に動き出

しているのである。  
 したがって、グローバルᕷ場と科学ᢏ⾡知識のᆅᨻ学上のኚ化を⣲᪩く認識し、それを業⤒Ⴀの意

ᛮỴ定のᮦ料にすることは、業がୡ⏺で➇தしてくためにはᚲ㡲であると➹者らは考える。特に科学

ᢏ⾡知識がイノ࣋ーࣙࢩンに┤結するᢏ⾡⤒Ⴀの分㔝においては、ᆅᨻ学的などⅬからୡ⏺をಠ▔する

ことは、業の➇தຊ構築のために重要な課題であると考えられる。 
 

 
�� ᢏ⾡⤒Ⴀに対するᆅᨻ学の㐺用可能性

 
 ᚑ来のᆅᨻ学は、ᅜᐙの安全保ド上重要である㝣、ᾏ、✵、Ᏹᐂ、そしてࢧイバース࣌ース㸦あるい

はイン࢛ࣇスࣇィア>�@）と、ᅜ境に౫Ꮡしない方向にその対象をᣑᙇしてきた。しかし日的にはᅜຊ

というものを、㌷事ຊや⤒῭ຊを⫼景にしたࣁードパワーのࡳならず、文化やไᗘなどのࣇࢯト・パワ

ー>�@もྵめて考えなけれࡤならない。「ࣇࢯト・パワー ��ୡ⣖ᅜ㝿ᨻをไする見えざるຊ」をⴭし

たࢼイは、このࣇࢯト・パワーの源Ἠとして、文化、ᨻ的価್観、外交ᨻ策の୕つを定⩏している。

そして文化の一要⣲として科学ᢏ⾡知識をᣲࡆている。また0H\HUらは、1\Hにඛ❧つ����年に、「知

識」というものにᆅᨻ学の考え方を᪤に㐺用している>�@。すなࡕࢃᆅᨻ学において科学ᢏ⾡知識は、᪤

にその分析対象としてྲྀり㎸まれているのである。 
 一方⤒Ⴀ学においては、「知識」の重要性がྉࡤれてஂしい。特にᢏ⾡を生業としている業におい

ては、科学ᢏ⾡知識の⋓得、保ㆤ、活用などが業の持続的発展にはḞかせないものと考えられている。 
 したがって知識が業➇தຊの重要な源Ἠである日、ᆅᨻ学の自然な発展の方向性の一つとして、

ᢏ⾡⤒Ⴀに対してᆅᨻ学を㐺用することは可能であると➹者らは考える。また、ᆅᨻ学的などⅬでୡ⏺

をಠ▔することは、�❶で論じた状ἣから、業の➇தຊ構築のための重要な意ᛮỴ定ᮦ料になり得る

と考えられる。そこでḟ❶では、まで㏙てきた考えを⫼景とした新しい学⾡㡿域であるᢏ⾡ᆅᨻ学

㸦JHRSROLWLFV RI WHFKQRORJ\）をᥦၐする。 
 
 

�� ᢏ⾡ᆅᨻ学のᥦၐ 
 
 本論文でᥦၐするᢏ⾡ᆅᨻ学㸦JHRSROLWLFV RI WHFKQRORJ\）を一ゝで㏙るなら、「ᢏ⾡⤒Ⴀ上ᚲ要と

なる様々なリࢯースをୡ⏺的にಠ▔することにより、業➇தຊ構築のための意ᛮỴ定に役❧てる」と
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いうことになる。ここでゝう様々なリࢯースには、ኳ然資源、ᮦ料、インࣇラとゝったࣁードᐤりのも

のから、ேᮦ、科学ᢏ⾡知識、ไᗘ、文化とゝったࣇࢯトよりのものもྵまれる。これらリࢯースの分

ᕸ状ἣをᆅᅗ上に描くことが、ᢏ⾡ᆅᨻ学の主課題の一つとなる。ᆅᅗを描くことによって、状ἣが可

ど化され、コࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンの㐨ලとしてえるようになる。[10] 
 学⾡的には、⤒Ⴀ学、ᆅ理学、⤒῭学などにおける業活動とᆅ理に関ಀした研究✚を✚ᴟ的に活

用するものとする。この研究✚としては、クラスター論>��@、知識のスࣆル࢜ーバー論>��@、イノ࣋ー

@��<リࣗー㸸語で͆環境͇の意）論>��@、❧ᆅ論>��@、ᅜ㝿分業論࣑論>��@、PLOLHX㸦࣒ステࢩンࣙࢩ
などがᣲࡆられる。 これらྛ㡿域でそれぞれ行ࢃれてきたᆅ理と科学ᢏ⾡知識に関する研究㡿域を、

⥙⨶的、ᶓ᩿的にྲྀりᢅうことを指向する。 
 またᢏ⾡ᆅᨻ学には、ᚑ来のᆅᨻ学が研究対象としてきたᡓ␎ᙧᡂと意ᛮỴ定というഃ㠃もᙜ然のこ

とながらྵࡴ。この部分をྵࡴことが、「ᢏ⾡ᆅ理学」ではなく「ᢏ⾡ᆅᨻ学」をᥦၐするᡤ௨である。

この部分に関しては、⤒Ⴀ学で連⥥と研究されている⤒Ⴀᡓ␎論、そして⤒Ⴀᡓ␎論を用しつつ意ᛮ

Ỵ定までを⥙⨶するコン࣌ティティࣈ・インテリジ࢙ンス論>��@のᡂ果を活かすことができる。 
⥲合的には、ᆅ理と科学ᢏ⾡知識に関する᪤Ꮡ研究を基┙に、ୡ⏺のᢏ⾡リࢯースの分ᕸ状ἣをᢕᥱ

し、それを⤒Ⴀ上の意ᛮỴ定に役❧てるというຠ果的なインテリジ࢙ンス・ࢧイクルの構築を目指すも

のである。 
 
 

�� 結ࡧ 
 
 本論文では、ᕷ場と知識のᆅᨻ学上のኚ化について指し、業の➇தຊ構築のためには、ᢏ⾡⤒Ⴀ

にᆅᨻ学的どⅬをྲྀりධれるᚲ要性を㏙た。またᆅᨻ学の自然な発展の方向性の一つとして、ᆅᨻ学

がᢏ⾡⤒Ⴀに㐺用可能であることを論じ、ᢏ⾡ᆅᨻ学という新しい学ၥ㡿域のᥦၐを行った。 
 ᢏ⾡ᆅᨻ学は⥴についたࡤかりであり、本論文はᢏ⾡ᆅᨻ学ᥦၐの⫼景と、そのᴫ要をㄝ明するに␃

まっている。 
 ᚋ学⾡的には、ᢏ⾡ᆅᨻ学の定⩏を精緻化するとともに、ᆅ理と科学ᢏ⾡知識に関するඛ行研究の

学⾡的なᩚ理を行い、ࣇレー࣒ワークの構築を行っていく。 
 またᐇ㊶的には、ᐇ㝿の業の༠ຊを௮ぎながら、構築したࣇレー࣒ワークが᭷ຠかどうかのᐇド研

究を行っていくண定である。 
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いうことになる。ここでゝう様々なリࢯースには、ኳ然資源、ᮦ料、インࣇラとゝったࣁードᐤりのも
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ど化され、コࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンの㐨ලとしてえるようになる。[10] 
 学⾡的には、⤒Ⴀ学、ᆅ理学、⤒῭学などにおける業活動とᆅ理に関ಀした研究✚を✚ᴟ的に活

用するものとする。この研究✚としては、クラスター論>��@、知識のスࣆル࢜ーバー論>��@、イノ࣋ー

@��<リࣗー㸸語で͆環境͇の意）論>��@、❧ᆅ論>��@、ᅜ㝿分業論࣑論>��@、PLOLHX㸦࣒ステࢩンࣙࢩ
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⥙⨶的、ᶓ᩿的にྲྀりᢅうことを指向する。 
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し、それを⤒Ⴀ上の意ᛮỴ定に役❧てるというຠ果的なインテリジ࢙ンス・ࢧイクルの構築を目指すも

のである。 
 
 

�� 結ࡧ 
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